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修復範囲が⼩さい場合はグラディアダイレクトにて１回（約６０分）で
審美的に修復が終了します

術前 術後



年齢：２８歳
性別：⼥性
主訴：銀⻭がとれて少ししみる
治療内容：マイクロスコープを⽤いてカリエス除去後、コンポジットレジン充填

を⾏う、その際⻭の溝の部分に⾊のついたレジンをつけることでより
リアルな感じを表現した

治療期間：１⽇
費⽤：35000
リスク：補綴の再治療は⻭髄損傷のリスクが⾼くなり、残存⻭質が少ないため

破折を起こす可能性がある




